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置き去りにされた論点

1. トリチウム以外にも多くの放射性物質を含んでいる
放出総量は示されていない

2. 代替案の検討は？

3. 膨れ上がる海洋放出のコスト

4. 「関係者の理解」？

5. 「廃炉のため」？「復興のため」 ？

6. 多くの放射性物質が海に流出している中での
追加的・意図的な放出





トリチウム以外でも
基準を上回っている
水（約7割）
→二次処理が必要

東電処理水ポータルサイト ALPS処理水等の状況 | 東京電力 (tepco.co.jp)

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/alpsstate/


東電処理水ポータルサイト https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf


東電処理水ポータルサイト https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf

https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/images/tankarea.pdf






東電処理水ポータルサイト measurement_confirmation_231019-j.pdf (tepco.co.jp)

https://www.tepco.co.jp/decommission/data/analysis/pdf_csv/2023/4q/measurement_confirmation_231019-j.pdf
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福島県沖トリチウム濃度（Bq/L）

「日本の環境放射能と放射線」サイトデータベースより満田作成
https://www.kankyo-hoshano.go.jp/

Bq/L

https://www.kankyo-hoshano.go.jp/


福島県沖のトリチウム濃度レベル
事故前はNDもしくは１Bq/Lを下回ることが多い

「日本の環境放射能と放射線」サイトデータベースからの抜粋 https://www.kankyo-hoshano.go.jp/

https://www.kankyo-hoshano.go.jp/


福島原発､デブリ取り出し開始、3度目の延期？

• ２号機の原子炉に通じるフタの内側が堆積物で塞がれていることが判明

• 東電はフタから原子炉内部に通じる穴に高強度ステンレス製のロボット
アーム（英企業などが開発）を突っ込み、金属製のブラシでデブリを少し
ずつ削り取っていくことを想定。

• フタの内部が堆積物で塞がれてロボットアームを使おうにも使えなくなっ
た。

• 狭い隙間でも内部に入れられる釣りざおのような細い器具の開発に。

• デブリの量は、推計880トン

• デブリの取り出し開始は、アームの開発に時間がかかり2回延期し、当初
予定の「21年中」から2年以上遅れている。

• 「デブリの取り出しは早くて50年、長くて100年を見込むべきだ」。（日
本原子力学会の福島第1原子力発電所廃炉検討委員会の宮野広委員長）

参考）「福島原発､デブリ除去3度目の延期か 堆積物で作業できず」日経デジタル（2023年11月2日）


